
令和２年度 学校経営計画書 
 

学校番号 74 学 校 名 静岡県立浜松湖南高等学校 校 長 名 牧田 恵 

 

１ 目指す学校像 

 (1) 教育目標 

校訓「己の道に徹す」のもと、社会の有為な形成者として、真理を愛する、国際感覚を備えた、

たくましい人間を育成するため、以下のような学校を目指す。 

① 生徒にとって心身の成長を実感し進路実現を図ることができる学校 

② 生徒、保護者及び教職員が安全・安心に教育活動に取り組むことができる学校 

③ 地域において国際交流や異文化理解･多文化共生教育を推進する拠点となる学校 
 

(2) 目標具現化の柱 

ア 生徒の主体的な学習態度と進路決定意識の育成により、学力の向上と進路実現を図る。（①） 

  イ 新しい時代の教育を見通した教育カリキュラムを検討･試行する。（①） 

  ウ 「自律」「誠実」「努力」の生活信条踏まえて生徒の主体性を育成し、個性を伸ばす諸活動を展

開するとともに、その成果を地域に向けて発信する。（①） 

  エ 授業や行事等を、健康で安全・安心に取り組むことができる教育環境を整備する。（②） 

  オ 新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導･運営体制の構築に向けた検討をする。（②） 

  カ 英語教育、国際交流事業等を通して生徒の国際感覚･異文化理解を深化する。（③） 

  キ 関連事業への参画や関係機関等との連携･協働を通じて、生徒の異文化理解･多文化共生意識を

高める。（③） 
 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

生徒の「主体的･対話的な深

い学び｣と「基礎学力向上」

につながる学習指導 

･測定ツール・外部模試等を

活用して生徒の学習状況

を把握し、それに基づいた

学習指導法の改善を図る。 

･各教科の授業改善への取

組や校内外の研修の成果

を外部に向けて発信する。 

･授業や家庭学習で学力・技

能が向上したと回答する

生徒 93％以上 

･授業の中で、自分の考えを

まとめたり、周囲と共有し

たりする機会が多いと回

答する生徒 90％以上 

教 務 課 

研 修 課 

各 教 科 

３年間を見通した系統的・

効果的な進路指導 

･有用な進路情報等の収集

と時宜にあった生徒への

提供により、生徒の自己理

解と進路意識を深める。 

･系統的に課外授業や外部

模試等を設定･実践して生

徒の進路実現のための学

力養成を図る。 

・学校は生徒や保護者が必

要としている進路情報を

十分提供していると回答

する保護者 90％以上 

･１年生で志望分野が決定

した生徒 95％以上、２年

生で第１志望先が決定し

た生徒 90％以上 

進 路 課 

各 学 年 

各 教 科 

イ 

新しい時代の教育を見通し

た教育カリキュラムの検

討･試行 

･教育カリキュラム研究委

員会等を中心に、「総合的

な探究の時間」等教育活動

全般の在り方を検討する。 

･「総合的な探究の時間」改

訂案の提示 

･新学習指導要領に基づく

教育課程の編成 

各 分 掌 

各 教 科 

教育研究委 

 

ウ 

校内規則及び社会規範の遵

守 

･個別面談、生活点検、自転

車点検等を通じて生徒へ

の初期指導を徹底する。 

･法令遵守の気持ちを高め

る啓発活動を実施する。 

･校則等を守り、高校生らし

い服装･行動をしていると

回答する生徒 95％以上 

･自転車通学生徒のＴＳマ

ーク貼付率 100％ 

生 徒 課 

各 学 年 

各種教育活動を通じた生徒 ･学校行事、生徒会活動、及 ･学校行事や部活動等に生 管 理 職 



  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

の主体性・自尊感情の涵養

と個性の伸長 

び部活動等を通じてリー

ダーを育成する。 

･読書啓発活動を充実して

生徒の読書量を高める。 

･外郭団体等と連携して外

部人材の活用を充実し、部

活動の活性化を支援する。 

･情報ツールを活用して

様々な情報を発信し、外部

に本校の教育を周知する。 

徒が主体的に取り組んで

いると答える教職員及び

生徒 90％以上 

･１･２年生の年間読書数平

均７冊以上 

･各部活動における継続的

な県大会出場 

･本校の教育活動がよくわ

かると回答する来校者及

び外部評価者 90％以上 

教 務 課 

生 徒 課 

総 務 課 

図 書 課 

情 報 課 

事 務 部 

エ 

生徒の心身の健康を維持す

る指導及び支援体制作り 

･検診等を通じて生徒の健

康状態を把握し、必要な指

導を行う。 

･困難を抱える生徒への支

援体制の充実を図る。 

･受診が必要な生徒の治療

率 85％以上 

･校内に自分の悩みや不安

を話す人や機会･場所があ

ると答える生徒 85％以上 

生 徒 課 

保 健 課 

安全･安心な教育環境の整

備 

･定期的に校内を点検し、校

内美化の徹底を図る。 

･生徒･教職員の安全･安心

につながる訓練や研修会

等を計画的に開催する。 

･生徒防災委員会を活用し

て防災教育の充実を図る。 

･施設･設備の不具合に迅速

に対応する。 

･校内の清掃点検において

全チェック箇所が良好な

状態になっている。 

･訓練や研修会等によって

安全･安心に対する意識が

高められたと答える生徒･

教職員 90％以上 

･施設･設備の事故０件 

保 健 課 

総 務 課 

研 修 課 

情 報 課 

事 務 部 

オ 

新しい時代の教育に向けた

持続可能な学校指導･運営

体制の構築 

･各分掌及び各学年で業務

を見直し、非効率･非合理

な業務は改善･縮減する。 

･各自が週１回設定する定

時退庁日を順守する。 

･部活動の在り方を検討す

るとともに、ガイドライン

に基づく活動を実践する。 

･持続可能な運営体制構築

のため、本校の魅力を積極

的にＨＰ等で発信する。 

･各分掌、各学年、事務部の

業務改善･縮減１件以上 

･定時退庁日を意識した勤

務ができていると回答す

る教職員 90％以上 

･部活動ガイドラインを意

識した活動が実践できた

と回答する教員 95％以上 

･ＨＰトップページの改良

と更新回数の増加。 

管 理 職 

各 分 掌 

各 学 年 

事 務 部 

部活検討委 

カ 

英語教育･国際交流事業等

を通した生徒の国際感覚･

異文化理解の深化 

･県事業等の活用や関係機

関等との連携により、英国

姉妹校交流や英語学科語

学研修など学校主催の国

際交流・異文化理解事業の

拡充を図る。 

･英語の外部検定試験等の

積極的な活用を図る。 

･国際交流事業が国際感覚

の醸成に役立ったと回答

する生徒 90％以上 

･英語学科の生徒が卒業時

までに英語検定２級以上

取得する割合 90％以上 

･普通科２年生の GTEC にお

ける平均得点率 67％以上 

研 修 課 

英語学科 

英 語 科 

キ 

参画と連携･協働による生

徒の異文化理解･多文化共

生意識の高揚 

･地域の小学校や南米系外

国人学校等との交流･連携

事業の充実を図る。 

･他団体等が主催する国際

交流･異文化理解事業への

生徒の参加を積極的に働

き掛ける。 

･様々な交流･連携事業への

参加により異文化理解が

深まったと回答する生徒

95％以上 

･国際交流･異文化理解･多

文化共生事業等への参加

希望生徒延べ 250 人以上 

研 修 課 

英語学科 

 


